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一

　
『

金

蔵
論
』

は
、

北

朝
末
期
（
六

世
紀
後
半）

に

道
紀
に

よ
っ

て

編
集

さ

れ
た

経
典
で

あ
る

。

そ

の

形
式
は

、

さ

ま

ざ

ま
な

仏

教
経
典
の

中
か

ら

抄
出

し
た

要

文
を

、

そ
の

出

典
を

明
記
し
つ

つ
、

テ

ー
マ

（

「

縁
」）

ご

と
に

収

録
し
た

、

い

わ

ゆ

る

「

類
書
」

と

称
さ

れ

る

も
の

で

あ
る

。

「

金

蔵
論
』

は
、

『

賢
愚
経
』

や
『

撰
集
百
縁
経
』

、

『

雑
宝
蔵
経
』

と
い

っ

た

譬
喩
経

典
す
な
わ

ち
因

縁
物

語
集
か

ら

多
く
抄
出

引
用
し
て

お

り
、

因
縁

物
語
の

集
成
と

な
っ

て

い

る
。

『

金

蔵

論
』

を

中
国
仏

教
史
上
に

ど

の

よ

う
に

位

置
づ

け
る

か
、

こ

れ

ま
で

類

書
の

歴
史
の

観
点
な

ど
か

　
　
　
　
　
　
（

1
）

ら
考
え
て

き
た

が
、

こ

れ

か

ら

因
縁
物
語

集
と

の

関

係
か

ら

考
え
て

い

き
た
い

。

　
そ
こ

で

本
稿
で

は
、

因
縁
物
語
集
で

あ
る

『

雑
宝
蔵

経
』

を
取

り
上

げ

る
こ

と

と

す
る

。

印
度
學
佛
敢
學
研

究
第
六
十
二

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
亠

ハ

年
三

月

　
『

雑
宝
蔵
経
』

十
巻
は
一

二
一

話
よ

り
成
り

、

『

大
正
蔵
』

四

巻
本
縁

部

所
収
の

譬

喩
経

典
で

あ

る
。

北
魏

の

延

興

年
問
（

四
七
一

〜

四
七

六

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

（

2）

年
）

に

吉
迦
夜
・

曇
曜
に
よ
っ

て

漢
訳
さ

れ

た

と

さ
れ
る

。

　
『

金
蔵

論
』

と

『

雑
宝

蔵
経
』

と

は
、

各
話
の

題

名
が
「

〜

縁
」

で

あ
る

こ

と

が

共
通

し

て

い

る
。

『

撰

集
百

縁
経
』

も
同

じ
で

あ
る

が
、

『

賢
愚

経
』

な
ど
が

「

〜

品
」

、

『

百
喩

経
』

が
「

〜

喩
」

で

あ
る

の

と

は

異
な

る
。

　
『

金

蔵
論
』

は
二

二

の

章
に

分
か

れ
、

以

下
の

と

お

り
そ
れ
ぞ
れ

章

題
が

付
さ

れ

て

い

る
。

邪

見
縁
第
一

懺

悔
縁
第
四

聴
法
縁
第
七

食
縁
第
十

慳
縁
第
十
三

殺

害
縁
第
二

称
佛
縁
第
五

求
法
縁
第
八

業
縁
第
十
一

塔
縁
第
十
四

罵
詈

縁
第
三

観
像
縁
第
六

戒
縁
第
九

布
施
縁
第
十
二

像
縁
第
十

五

六
五
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中
国
仏

教
に
お

け
る

因
縁
物
語

集
（

宮
　
井）

香
花

縁
第
十
六

出
家
縁
第
十
九

　
　
　

　
　
ヨ
　

雑
縁
第
二

十
二

燈

縁

第
十

七

　
　
幡
蓋

縁
第
十
八

袈
裟

縁
第
二

十
　
孝
養

縁
第
二

卜
一

一

方
、

『

雑
宝

蔵
経
』

は

章
に

分
か
れ
て
い

な
い

。

に

は

あ
る

程
度
ま
と

ま

り
が

あ
る
と

考
え
ら

れ

る
。

に

よ

る
五

分
類
を

挙
げ

る
。

　

孝
養
篇
　
誹
謗
篇
　
施
行
篇
　
教
化
篇
　
闘

蘇
縄

こ

の

五

分
類
は

、

順

序
は

異
な

る

が
、

章
の

内
容
と

も

共
通

す
る

。

こ

の

こ

と

は
、

し

か

し
、

内

容
的

以
下

に

岡
教
邃
氏

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
大
き
く
見

れ

ば

『

金

蔵
論
』

の

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

因

縁

物
語

集
が

包
摂
す
る

説
話
な
い

し

分

類
に
つ

い

て

想
起
さ
せ

る

も
の

が

あ
る

。

　

さ

て
、

『

金

蔵
論
』

七

巻
（

あ

る
い

は
九

巻
）

中
、

現
時
点
で

判
明
し

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（

5）

て

い

る

『

雑
宝

蔵
経
』

を

出
典
と

す
る

話
は

以

下

の

と
お

り
で

あ
る

。

月
氏
國
王

與
三

智
人
作
親
友
縁

女
人
至
心

求
法
得
道
縁

須
達
長

者
夫
婦
施
食
得
現
報
縁

貧
人
施

麭
現
作
國
王

縁

厠
夷
羅
夫
婦
自
責
設
會
得
現

報
縁

波
斯
匿
王
二

内
官
諍
依
王

不

依
王

活
縁

波
斯
匿
王

女
善
光
答
父
由
業
不
因
王

縁

貧
女
兩

錢
施
僧
現
作
大
王

夫
人
縁

悪
生

王

過
去
三

錢
施
僧
得
報
縁

婦
憶
夫
掃
治
塔
寺
得
生
天

縁

優
陀
羨
王

婦
一

日

出
家
得
生

天

縁

鸚
鵡
孝
養
盲
父

母

得
成
佛
縁

巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻

六 六 五 四 四 三 三 三 三 三 二 二

懺
悔
縁
第
四

第
一

話

求
法
縁
第
八

第
一

話

食
縁
第
十
第
三

話

食
縁
第
十
第
六

話

食
縁
第
十
第
七

話

業
縁
第
十
一

第
一

話

業
縁
第
十
一

第
二

話

布
施
縁
第
十
二

第
三

話

布
施
縁
第
十
二

第
五

話

塔
縁

第
卜
五

第
七

話

出
家
縁
第
二

十

第
四

話

孝
養
縁
第
二

十
二

第
一

話

六
六

　
茲
心

土

里

女
孝
養
得
現

報
縁
W

　

　
　

　

　
　

　

　

巻
⊥

ハ

　

孝
善｛
縁
第
二

十
二

第一
二

話

こ

の

中
の

「

慈
童

女
孝
養
得
現
報

縁
」

を

取
り
上

げ
て

、

『

雑
宝

蔵
経
』

と

『

金

蔵
論
』

と

を

比

較
考
察

す
る

。

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　（
6
）

　
『

雑
宝
蔵
経
』

第
七

話
「

慈
童

女
縁
」

を
抄
出

し
た

も
の

が
『

金
蔵
論
』

巻
六

の

孝
養
縁
第
二

十
二

第
三

話
「

慈
童

女
孝
養
得
現
報
縁
」

で

あ
る

。

次
に

両
経
典
を
比

較
対
照
す
る

。

『

金

蔵
論
』

『

雑
宝
蔵
経
』

慈
童
女

孝
養
得
現

報
縁

　

　
出

雜
寶
藏
經

略
要

佛

言、

若
人

於
父

母

所
、

少

作

供
養、

獲
輻
無

量
。

少

作
不
順

、

罪
亦

無
量

。

我
於
過
去

久
遠

世
時

、

生

波
羅

奈
國、

爲
長
者

子
、

字
慈
童

女。

其
父

早
喪、

與
母

共
居

。

家
貧

賣
薪、

日

得
兩
錢、

奉
養

於
母

。

方
計

轉
勝、

日

得
四

錢
、

以

供

於
母

。

逾

復

漸
差

、

日

得
八

錢、

供
養

於
母

。

後
人

投

趣、

獲
利

轉
多

、

（
七
）

慈
童
女
縁

昔

側
在
王

舍
城

、

告
諸
比

丘、

　

作
供
養

、

獲

編
無
量

、

少
作
不
順

、

獲
罪
無
量

。

諸
比
丘

白

佛
言

、

世

尊
、

罪
幅
之
報、

其
事
云

何
。

佛
言

、
剴、

ー
時、

鬻
國
有
幽

名
慈
童

女
。

其
父

早
喪

。

錢

財

用

盡
。

゜

近 ノ

母 遠 得 勝 役
　 　 　 、

力
。 投 錢 日 賣
人 趣

’
得 薪

見　
’

供 四
、

其 獲

聰 利
養 錢
　 、

｛

日

得

明 轉
幅 多

母 以
。 供

兩

徳　
’

轉　｛

、

’

日

而 十

勸 六

蕚 、

只

汝　。

父 　く

爲 ｛羃

奘簗

蠢粟
償 日

奉
養
老

穐

妻
韓

在
時、

常

翻
。

汝

今
何

爲

不
入

海
也

。

聞
是
語
巳

、

而

白
母
言

、

我
父

在
時、

恒
作
何
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日

十
六

錢
、

　
轟
帯

給
於

母
。

衆
人
見
其
聰
明
輻

徳
、

皆

來
勸
之

、

入
海
採

寶
。

聞

巳

白
母

。

母
見
慈

孝
、

謂

不
能
去

、

戲
語
之

言
、

聽

汝
入
海

。

兒
即
結
伴

、

剋

日

巳
定

。

辭
母
欲

去
。

母

即
抱
兒

、

啼
哭
而

言
、

不

待
我
死

、

何
由
得
去

。

兒

已

許
他

、

恐
負
言

信
。

便

自
牽
出

、

絶
母
頭

髮
、

傷

數
十
根

。

遒

去
入

海
、

多

得
寶
還

。

至

於
前

路
、

徒

伴
在

前
、

童

女
獨

後
、

失
伴

錯
道

。

到
一

山

上
、

見

琉
璃

城
。

飢

渇
往
趣

、

有
四

玉

女
。

整

四

如

意

珠
、

作
唱

伎

樂
、

出
城
來
迎

。

四

萬
歳

中
、

受
大
快
樂

。

復
生

厭

業。

母
言

、

汝
父

在
時、

入

海
取
寶

。

便
白
母

言、

我
父

若

當
入

海
採

寶
、

我
今
何
故

、

不
復

入
海

。

母
見

其
子

慈
仁

孝
順、

謂
不
能
去

、

戲

諷

樹
司

、

汝
亦
可
去

。

得
母
此

語
、

謂
呼
已

定
。

便
計

伴
侶

、

欲
入

海
去

。

莊
嚴
既

竟、

騨

劉

頚。

母
即
語

言
、

我
唯
一

子、

當

待
我
死

。

何

由
放
汝

。

兒
答
母
言

、

先
若
不
許

、

不
敢
正

意
。

母
已
許
我

、

那

得
復
遮

。

望
以

此
身
立

信
而
死

。

翹
已

定
、

不
復
得
住

。

母

見

子

意
正
、

前
抱

識
途
徑

、

紺

劉
色

。

中
、

脚

哭、

而

作
是

言
、

不

待
我

死
、

何

由

得
去

。

兒

便
決

意
。

自

掣
手
出

脚
。

絶

母
數

細
。

母
畏
兒

得
罪

、

即

放
使
去

。

共

諸

商
賈

、

逑
入

於

海
。

達

到
寶

渚
、

多
取
珍

劃
。

與

諸
同

伴
、

便
還

發
引

。

時
有
二

道
。

一

是

水
道、

一

是

陸
道

。

衆
人

皆

言、

從
陸
道
去

、

即

從
陸
道

。

時

彼
國
法

、

賊

來
劫
奪

。

若
得
商
主
、

諸
商
人

物
。

皆
入

於
賊

、

不
得
商
主

。

雖
獲

財
物

、

商
主
來
還

、

盡

歸
財

物。

以

是
之

故、

是

慈
童

女、

恒

出

營
別

宿
。

商
人

早
起

、

來
迎

取
之

。

　一

夜
大
風

、

商
人

卒

起
、

忘
不
迎

取
。

商
主

於
後

、

即
不

得
伴

。

不

　
　
　
　
見
有
一

山
。

便
往
至
上
、

遙
見
有
城、

　
　
　
　

　
飢
渇

困
乏

、

疾

走
向
之

。

爾
時
城

而

共

然
、

周
離

心
生

、

便
欲
捨
去

。

諸

玉

女
言、

閻

浮
提
人

、

甚
無
反
復

。

共
我
生

活
、

經
四

萬
歳

、

中
国
仏
教
に

お

け
る

因
縁
物
語
集
（

宮
　
井
）

心
、

捨
之

而
去

。

見
頗
梨

城
、

有
八
玉

女
。

撃
八

如

意

珠
、

作
樂
來
迎

。

八

萬

歳
中、

極
大

歡
樂

。

後
厭

捨
去

。

至
白

銀

城
、

有
十

六

玉
女

。

摯
十
六
如
意
珠、

如

前
來
迎

。

十
六

萬

歳、

受

大
快

樂
、

後

復
捨

去
。

至
黄
金
城

、

有
三

十
二

玉

女
。

肇
三

十
二

如

意

珠、

如
前
來
迎

。

三

十
二

萬
歳

、

受
大
快
樂

、

後
厭
捨

去
。

到
一

鐵

城、

入
見
一

人
、

頭
戴
火
輪

、

捨

著
童

女
頭

上

而
去

。

時
慈
童

女、

即
問

獄

卒
、

我
戴
此

輪、

何
時

可
脱

。

獄

卒

答
言、

世

間

有
人

、

作

罪
頑

業
。

如

汝
入

海
、

逕

歴
諸

城
、

然

後

當
來

、

代

汝
受

罪
。

若

無

代
者

、

終
不
墮

地
。

復
問

、

我
昔

作

何
罪
輻

。

獄

卒

答
言

、

云

何
一

旦

捨
我
而
去

。

不
顧
其
言

、

便
復
前
行

。

劇

翔
、

亦

劉
。

ー

玉

女

言
、

汝
前

後
所
住

、

常
得
好
處

。

自
此
已

去
、

更
無
好

處
。

不

如

即
住。

聞
是
語
已

、

而

自
念
言

、

諸
玉

女
等

、

戀

慕
我
故

、

作
是
語

耳
。

若
當
前
進

、

必

有
好
處

。

即
便
捨
去。

遙
見
鋤

城
。

心

生

疑
怪、

而

作
是

念

言、

外

雖
是

鐵
、

内
爲
極

好
。

漸

漸
前
進

、

並
近

於
城。

亦
無
玉

女
來
迎

之
者

。

復
作
念
言

、

城

中
甚
似

極
大
快

樂
。

是
故
不
及

來
迎

於
我

。

轉

轉
前
進

、

途
入

鐵
城

。

門

關
已

下、

中
有
一

人

頭

戴
火
輪

。

摺

此

謝
、

著
於
童
女
頭
上

、

即

便
出

去
。

慈

童

。

智

、

刃

湖
採

寶
、

−
縄

鋼、
久

近

如
。

然

後
當

來
、

羇
罪

、

此
鐵
輪
者

、

鑞
。

慈
童
女

問
言

、

鬻、
復
作

何
罪

。

瀏

如 受 璃 於
意 其 城 閻

・1
’
浮、

樂 四 提
ノ

o

如
、

玉

女
四 意 日

　 以
等

、

ノ

萬
歳
中

供
養
母

醜

、 得 京

及
四

玉

゜ 二

鐸

供
養

　 ミ

諸
杢
樂

　頗 四受

叢靉
　

・
中

。 ノ 、

母

鋼

亠

ハ

七
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中
国
仏
教
に

お

け
る

因
縁
物
語
集
〔

宮
　
井）

汝
昔

兩
錢

、

供
養

母
故

、

得

琉
璃
城

、

四

如

意
珠

、

及
四

玉

女
、

四

萬

歳
中

、

受

其
快

樂
。

四

錢
供

養

母
、

得
頗
梨
城

、

八

如

意

珠
、

及
八
玉

女
、

八

萬
歳

中
、

受
諸
快
樂

。

八

錢
供

養
母、

得
白
銀
城
、

有
十

六

如
意

珠
、

十
六

玉

女
、

十

六

萬

歳
、

受

於
快

樂
。

以

十
六

錢
、

供

養
母

故
、

得
黄
金

城
、

有
三

十
二

如

意

珠
、

三

十

二

玉

女、

三

十
二

萬

歳、

受

大

快

樂
。

以
絶
母

髮
、

今
得
鐵

城
、

火
輪
之

報
。

有
人

代

汝、

乃
可

得
脱

。

復
問

獄

卒、

今
此

獄

中
、

頗
有
受

罪、

如

我
比

不
。

答
言

、

無
量

不

可
稱
計

。

聞
巳

念

言、

我
會
不
免

。

願
使
一

切

應

受
苦

者
、

盡

集

我

身
。

作
是
念
已

、

鐵
輪
即

墮
。

獄

卒
見
已

、

鐵
釵
打

頭
。

尋
即
命
終

、

生
兜
率

天
。

佛

告
比

丘
、

昔
慈

童

女
、

川

鸞
母
故

、

得
白

銀

城
、

調

玉

女
、

一一．

十
二

萬

歳
、

故
、

今
得
戴
鐵

翻、

乃

可

得
脱

。

又
問
言、

剣

窮
。

樹
、

受
大
快
樂

。

以

絶
母
髪

不
曾

墮
地
。

有
人
代
汝、

聞
是
語

已、

即
自
思

惟
、

閥
終
不

免
。

劇
側
」

−ー
則

幽
地

。

慈

童
女
語
獄

卒
言、

汝

道
此

輪
、

不

曾
有
墮

。

今
何
以
墮

。

劉
瞋
忿

、

即
以

鐵
叉
、

捌
童
女
頭

。

尋
便

翻
術
陀
刋

。

欲
知
爾
時
慈
童
女
者

、

即
我
身
是

。

諸

比

丘

當

六

八

今
我
身
是

。

以

是

因
縁、

於
父

母

所
、

少

作

善
悪、

獲
報
無
量

。

是

故
應
懃
供

養
父

母
。

成
實
論
説

、

如
於
佛
諸
聖

人、

及
父

母
等

、

起
善
悪

業
、

則
受
現
報

。

知、

劉
桐
不
善

、

獲
大

苦
報

、

少

作
供
養

、

得
幅

無

量
。

當

作

是

學
、

應
勤
盡
心

奉
養
父

母
。

　

以

上

の

対

照
か

ら
、

「

金

蔵
論
』

は

『

雑
宝

蔵
経
』

の

字

句
を

相
当

忠

実
に

用
い

な
が

ら
も
短
略
化
し
て
お

り
、

ま
た

四

字
句
を
重
視
し

て

い

る
こ

と
が

わ
か
る

。

ま
た

最
後
の

方
、

因
縁
物
語
に

見
ら

れ

る

現
在

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
（

7
）

物

語
と

過
去

物
語
と

の

「

連
結
」

の

部
分
に

相
当
す
る

「

佛
告
比
丘

、

昔
慈
童

女、

今
我
身
是

。

以

是

因
縁、

於
父

母

所
、

少
作
善
惡

、

獲
報

無
量

。

是
故
應
懃
供
養
父

母
」

の

箇
所
は

、

「

昔
OO

〔

者
〕

今
我
身
是

。

以

是
因
縁
〜

」

と
い

う
定
型

的
な
表
現
が

用
い

ら

れ

て
い

る
。

さ

ら

に
、

末
尾
に

「

成
實
論
説

、

如
於
佛
諸
聖
人

、

及
父

母
等

、

起

善
惡

業
、

則

受
現
報
」

と

評
語
と

も

言
う
べ

き
、

因
縁
物
語
の

ま

と

め

に

相
当
す
る

一

文
を
他
の

経
典
か

ら

抄
出

引
用
す
る

。

こ

れ

は

『

金

蔵
論
』

に

お
い

て

時
に

見
ら
れ

る

特
徴
で

あ
る

。

以
上
の

比

較
か

ら
、

『

金

蔵
論
』

は

『

雑
宝
蔵

経
』

よ

り
も
コ

ン

パ

ク

ト

か
つ

形

式
が

整
っ

た

因
縁
物
語
を

収
録
し
て

い

る

と

言
え

る
。

四
因
縁
物
語
集
と

『

金

蔵
論
』

と

の

関
係
を
考
え
る

端
緒
と

し
て

、

『

雑
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宝
蔵

経
』

を

抄
出

引
用
し

た
一

話
を

取
り
上

げ
て

考
察
し

た
。

　

こ

の

問
題

を

考
え
る

に

当
た
っ

て
、

船
山
徹
氏
に

よ
っ

て

近

年
提
唱

さ
れ

て

い

る

「

漢
訳
編

輯
経
典
」

ま
た

は

「

中

国
編

集
（

編
輯）

経
典
」

と

い

う
概

念
が

興

味
深
い

。

中

国

仏

教
経

典
（

漢
文
仏
典
）

は

従

来
、

漢

訳
と

中
国
撰
述
（
疑
経

、

偽
経

、

疑
偽
経）

と
の

分
類
で

考
え
ら

れ

て

き
た

が
、

「

漢

訳
と

も

中
国
撰
述
と

も
厳
密
に

は

言

え
な
い

よ

う
な

中

間
的
形
態
」

が

あ
り

、

そ
れ

を

「

中
国
編
集
経
典
」

と

仮
称
し

て

い

る

の

で

あ
る
（

船
山
二

〇
〇
二
）

。

船

山
二

〇
一

〇

で

は
、

「

翻
訳
を

編

輯

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
（
8

）

し
て

作

成
し

た

経
典

−
漢
訳

編
輯

経
典
」

と

し

て

七

種
を

挙
げ
る

。

1
抄
経

、

H
異

訳
合

本
、

皿

法
数
・

仏

名
関
連

経
典

、

W
譬
喩
経
典

、

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

（
9

）

V
戒
律
儀

礼
・

瞑
想
法
等
の

実
践
手
引
書

、

W
伝
記

、

孤

そ

の

他、

で

　
（

10）

あ
る

。

　

今
回

取
り
上

げ
た

『

雑
宝
蔵

経
』

は

W
譬

喩
経
典
の
一

つ

で

あ

り
、

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（
11
）

中
国
で

編

集
さ

れ

た

経
典
で

あ
る

。

そ
れ

ら
中
国
で

編
集
さ

れ

た

譬
喩

経
典
（

因
縁
物
語
集
）

た

ち

の

抄
出
か

ら
成

る

『

金

蔵
論
』

は
、

譬
喩

経
典
類
の

抄
経
と

言
え

、

し

た

が
っ

て

少
な
く
と
も
二

段
階
の

編
集
過

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
（
12）

程
を

経
て

成
立

し

た

経
典
だ

と

言
え
る

。

さ
ら
に

、

唐
代
に

編
集
さ

れ

た

仏
教
類
書
で

あ
る

道
宣
撰
『

諸
経
要
集
』

や

『

法
苑
珠
林
』

は

『

金

蔵
論
』

の

同
文
的
同
話
を

多
く
含
む

。

こ

の

こ

と
か
ら

、

因
縁
物
語
集

の

類
書
と

も
言
え
る

『

金

蔵
論
』

な
ど

の

成
立

が

仏
教
的

知
識
を

網
羅

す
る

『

法
苑
珠
林
』

な
ど

の

類
書
へ

と

発
展
し
て
い

っ

た

可

能
性
が

う

か

が

え
る

。

中
国

仏
教
に
お

け
る

因
縁
物
語
集
（

宮
　
井）

　

以
上

の

よ

う
に

、

イ

ン

ド

原
典
を

基
と

し

て

『

雑
宝
蔵
経
』

な
ど

因

縁

物
語

集
（

譬
喩
経
典
）

群
が

編

集
さ

れ
、

そ

れ

ら

の

抄

経
集
（

要
文

集
）

・

類

書
的
な

経
典
が

編
集
さ

れ
、

そ

れ

ら

を

統

合
し

て

仏

教
類

書

が

編

集
さ

れ
る

と

い

う
仮
説
を
現
在
立

て

て

い

る
。

今
後

、

こ

の

仮
説

の

妥
当
性
を
検
証
し
て

い

き
た
い

。

ま

ず
は

『

金

蔵
論
』

が
抄
出

引

用

し

て
い

る

因
縁
物
語
集
に

つ

い

て

検
討
を

続
け

、

中
国
仏
教
に

お

け

る

因

縁
物
語
集
の

編
集
に

つ

い

て

考
察
し

た
い

。

ま

た
、

因
縁
物
語
が

語

ら
れ

る

場
で

あ
っ

た

唱
導
の

儀
礼
に
つ

い

て

も

併
せ

て

考
察
を

進
め

て

い

き
た

い
。

1
　
宮
井
里

佳
・

本
井

牧
子
二

〇
一
一

、

研
究
編
第
二

部
第
二

章
「

『

金

蔵

　

論
』

の

位
置
づ

け
」

（
宮
井
）

。

2
　
「

雜
寶
藏
經
十

卷
〈

後
魏
延
興
年
沙
門
吉
迦
夜
共
曇
曜
譯
〉

」

（
法
經
等

　

撰
『

衆
經
目

録
』

巻
三
、

『

大
正

蔵
』

五
五

巻
一

二

八

頁
上

段
）

。

　

　
イ
ン

ド

原
典
の

存
在
は

知
ら

れ
て

い

な
い

。

3
　

梵
魚
寺
本
巻
頭
の

目
次
に

よ

る
。

4
　
『

佛
書
解
説
大
辞
典
』

「

雜
寶
藏
經
」

条
。

　

　
同

氏
に
よ

る

『

国
訳
一

切
経
』

解
題
に

は
、

こ

の

五

分
類
を
も
う
少
し

　

詳
細
に
、

例

え

ば

施
行
篇
を

施
行
篇、

施

行

生

天

篇、

施
行
雑
篇
に

分

　

け
る

な
ど
し

て

い

る
。

　

　
こ

れ

に

基
づ

き
、

梁
麗
玲
一

九

九
八
、

本
多
二

〇
一

二

に

お
い

て

も

独

　

自
の

分
類
が

な
さ
れ

て
い

る
。

5
　
『

金
蔵
論
』

は

中
国
の

経
録
に

は

記
載
さ

れ
て

お

ら
ず

、

夙
に

散
逸

し

　
た

。

昭

和
初
に

日

本

古
写
本
が

発
見
さ

れ
、

二

一

世
紀
に

な
っ

て

荒
見

　

泰
史
氏
に
よ

っ

て

敦
煌
写
本
が、

南
權
熙
・

崔
釟

植
氏
に

よ
っ

て

韓

国

六
九
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中
国
仏
教
に
お

け
る

因
縁
物
語
集
（

宮
　
井）

版
本
が

発
見
さ

れ
た

。

宮
井
・

本
井
二

〇
一
一

で

は

『

金

蔵
論
』

本
・

刊
本
を

次
の

よ

う
に

整
理
し、

本
文
を

提
示
し

た
。

　
大
谷
大
学
蔵
写
本
〈

谷
大
本
〉

（
巻
一
・

二
）

　
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
写
本

〈

京
大
本
〉

（
巻
一
・

二
）

　
韓
国
梵
魚
寺
蔵
木
版
本
く

梵
魚
寺
本
V

（

巻
一
・

二
）

　
興
福
寺
蔵
『

日

本
霊
異
記
』

紙
背
本
〈

興
福
寺
本
〉

（
巻
六
）

敦
煌
本
A
…

学
D
一

五
六

敦
煌
本
B・
…

敦
煌
本
C
…
−

敦
煌
本
D
…
：

現
存
写

…

北
京
一

三
二

二

・

俄
蔵
且
xOQ

九

七

七
・

北
京
大

〔
巻
五
・

六）

：

北
京
八

四

〇
七

（

巻
五

・
ス

タ

イ
ン

本
三

九
六

二

・
ス

タ

イ
ン

本
四
六
五

四

　
　

刊
行
直
後
に

韓
国

版
本
巻
三
・

四
合

本
発
見
の

報
が

あ

り、

　
一

部

紙

焼
き

を

南
權
煕
氏
よ

り

落

合
俊
典
・

藤

本
幸

夫
氏
を

介
し

て

ご

　

提
供
い

た

だ
い

た
。

　
　

貴
重

な

資

料
を

拝
閲
す
る

便
を

は

か
っ

て

く
だ

さ
っ

た

方
々

に

心

よ

　

り
感
謝
申
し
上

げ
る

。

6
　
『

大
正

蔵
』

四

巻
、

四
五

〇

頁
下

段
〜

四
五
一

頁
下

段
。

7
　
岩
本
一

九

七

八
、

一

七

〜
一

八
頁

参
照

。

8
　
船
山
二

〇
〇

二
、

二

〇

〇

七

 
に

お
い

て

も
同
様
の

分

類
が

挙
げ

ら
れ

　

て

い

る

が
、

そ

れ

ぞ

れ

順
序
・

内
容

が

異
な

る

の

で
、

船
山
二

〇
一

〇

　

を

引
用

し
た

。

9
　
W
そ
の

他
の

例
と

し

て

鳩
摩
羅
什

訳
『

成

実
論
』

が

挙
げ
ら

れ
て

い

る
。

　
『

成

実
論
』

は

漢
訳
版
と

同
］

の

原

典
は

存
在
し

な
い

。

『

高
僧
伝』

巻
六

　

曇
影
伝
に

よ

れ
ば
、

曇
影
が

「

内

容
を

総
論
的
な

事
柄
と

四

聖
諦
の

そ
れ

　

ぞ

れ

に

関
す

る

事
柄
の

五

種
に

分

け、

初
訳
の

問
答

を

並
べ

替
え
た

テ

　

キ
ス

ト
を

作
成
し
た
」

も
の

で

あ
る

と
い

う
。

『

金
蔵
論
』

を

編
集
し

た

　

道
紀
が

も

と

『

成
実
論
』

を

講
じ
て

い

た

（

『

続

高
僧
伝
』

巻
三

十
、

道

・

六
）

（
巻
五
）

（
巻
六
）

　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の

後
、

七
〇

　

紀
伝）

こ

と

を

注

意
し
て

お

き
た
い

。

10
　
同
様
と

思
わ

れ

る

指
摘

が

あ
る

。

「

疑

偽
経
典
に

記
載
さ
れ

る

典

籍
の

　

中
で

そ

う
し

た

経

律
論
の

範

疇
に

入

り
に

く
い

も

の

に

抄
経
が

あ
る

。

　

抄
経
は
、

翻

訳
後
の

再
編
集
と
い

う
観
点
か

ら

す
れ

ば
、

同

様
な

過
程

　

を
経
て

複
雑
な

様
相
を
呈
す
る

譬
喩
経

類
と

も

関
わ
っ

て

お

り、

別

個

　

に

扱
う
べ

き

問
題
で

あ

る
。

」

（

大

内
二

〇

＝
二

、

第
一

章
「

中
國
撰
述
佛

　

典
と

讖

緯
　
　
典

籍
聚

散
の

歴

史
を

契
機
と
し
て

　

　
」

三
二

頁
（

元

論

　

考
は
一

九

七
四

年）
。

11
　
『

雑
宝
蔵
経
』

の

訳
者
と

さ
れ

る

北

魏
の

吉
迦

夜
・

曇
曜
は

、

『

付
法
蔵

　

因

縁
伝
』

の

訳
者
と

も
さ

れ
て

い

る
。

『

付
法

蔵
因
縁
伝
』

は

中
国
に

お

　
い

て

編
集
が

加
え
ら

れ

た

可

能

性
が

あ

る
W
伝

記
の
一

つ

で

あ

る
。

北

　

魏
の

仏

教
に
お
い

て

行
わ
れ

た

経
典
編
集
の

中
心
人

物
と

し
て

曇
曜
（
お

　

よ
び

吉
迦
夜
）

に

今
後
注

目
し
て

考
え
て

み
た
い

。

12
　
『

金
蔵
論
』

は

「

道

紀
撰
」

と

記
述
さ

れ

る
。

こ

れ

は

船
山
二

〇
一

〇

　

が

編
輯
（
編

集
）

を

意
味
す
る

語
と

し
て
、

「

撰
」

「

撰
出
」

「

撰
述
」

「

撰

　

集
」

「

抄
」

「

抄
集
」

「

抄
撮
」

「

撮
略
」

「

略
撮
」

「

整

理
」

な

ど
を

挙
げ
て

　
い

る

こ

と

に

も
合
致

す
る

。

　
　
『

金
蔵
論
』

の

編
集
方
法
に
つ

い

て

は
、

道
紀
が

各
説
話
そ

れ

ぞ
れ

を

　

出
典

と

な

る

経
典

か

ら

抄
出
し

て

編
集
集
成

し

た

可

能
性
も
な

く
は

な

　
い

が
、

各
章
（

縁）

あ

る
い

は
い

く
つ

か

の

章
毎
に

元
と

な

る

抄
経
集
が

　

あ
り、

そ
れ

ら

を

編
集

集
成
し

た

可
能

性
が

考
え
ら

れ

る
。

そ
れ

は
、

　

抄
経

集

類
が

現
存
し

て

い

な
い

現
在
は

立

証
で

き
な
い

が
、

各
章
の

出

　

典
と

な
る

経
典
群
の

傾
向
や

『

金

蔵
論
』

と

同
文

的
同

話
を

含
む

『

法
苑

　

珠
林』

と
の

比

較
か
ら

想
像
さ
れ

る
。

そ

う
な
れ
ば

、

三

段
階

以
上
の

編

　

集
過
程
を
経
て

成
立
し

た
こ

と
に

な
る

。
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世
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史
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梁
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キ
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ド

〉
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金
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経

『

雑
宝

蔵
経
』
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仏

教
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縁
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埼
玉
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